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分野 7 防災・安全・安心

※この分野において，今後，優先すべきと思う施策について１から12のうち，あてはまる番号に○をつけてください（複数選択可）。

取組１
防災機能の再構築

取組２
大津波等への備え

取組３
自助・共助による市民
レベルの防災体制の強化

取組４
安全・安心な地域社会の
構築

１　被災市町村の職員確保等に対する支援

２　防災体制の再整備等

３　原子力防災体制等の再構築

４　災害時の医療体制の確保

５　教育施設における地域防災拠点機能の強化

６　津波避難計画の整備等

７　震災記録の作成と防災意識の醸成

８　地域防災リーダーの養成等

９　地域主動型応急危険度判定等実施体制の整備

10　警察施設等の機能回復及び機能強化

11　交通安全施設等の機能回復及び機能強化と交通死亡事故の抑止

12　防犯・防災に配慮した安全・安心な地域社会の構築
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宮城県の復旧・復興の進捗状況についてお聞きします。

問 1 あなたは，宮城県の全般的な復旧・復興について，進んでいると感じていますか。
１から５のうち，あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。

１　進んでいると感じる　　　　２　やや進んでいると感じる
３　やや遅れていると感じる　　４　遅れていると感じる　　　　５　分からない

※　【１】【２】【３】【４】を選んだ方は付問１に，【５】を選んだ方は次ページに進んでください。

問１で【１】【２】【３】【４】を選んだ方にお聞きします。
復旧・復興が進んでいる（やや進んでいる・やや遅れている・遅れている）と感じた
取組について，１から 25のうち，あてはまる番号をすべて選び○をつけてください。

付問１

宮城県では，「宮城県震災復興計画」において，平成２３年度から平成２５年度までの３年間を「復旧期」，
平成２６年度から平成２９年度までの４年間を「再生期」と位置づけ，震災からの復旧・復興を最優先に
取組を進めてきました。
平成３０年度から平成３２年度の３年間は，復興の総仕上げとなる「発展期」と位置づけており，復旧

にとどまらない抜本的な再構築による「創造的な復興」を実現し，復興需要後を見据えた地域経済の活性化
や人手不足対策，子育て支援や医療・福祉体制の充実，志教育の推進など，「宮城の将来ビジョン」で掲げ
た将来の姿を実現できるよう施策を展開することとしています。

分野１
環境・生活・衛生・廃棄物

分野２
保健・医療・福祉

分野３
経済・商工・観光・雇用

１　被災者の生活環境の確保
２　廃棄物の適正処理
３　持続可能な社会と環境保全の実現

分野４
農業・林業・水産業

分野５
公共土木施設

分野６
教育

分野７
防災・安全・安心

４　安心できる地域医療の確保
５　未来を担う子どもたちへの支援
６　だれもが住みよい地域社会の構築

７　ものづくり産業の復興
８　商業・観光の再生
９　雇用の維持・確保

10　魅力ある農業・農村の再興
11　活力ある林業の再生
12　新たな水産業の創造
13　一次産業を牽引する食産業の振興

14　道路，港湾，空港などの交通基盤の確保・整備促進
15　海岸，河川などの県土保全
16　上下水道などのライフラインの整備
17　沿岸市町をはじめとするまちの再構築

18　安全・安心な学校教育の確保
19　家庭・地域の教育力の再構築
20　生涯学習・文化・スポーツ活動の充実

21　防災機能の再構築
22　大津波等への備え
23　自助・共助による市民レベルの防災体制の強化
24　安心・安全な地域社会の構築

25　その他
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宮城の治安についてお聞きします。

問 1 あなたは，宮城県の治安をどのように感じていますか。
１から５のうち，あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。

１　良い　　　　　　　　　　２　どちらかといえば良い
３　どちらかといえば悪い　　４　悪い　　　　　　　　　　５　分からない

※　【３】【４】を選んだ方は付問１に，【１】【２】【５】を選んだ方は問２に進んでください。

問１で【３】【４】を選んだ方にお聞きします。
宮城県の治安が悪い（どちらかといえば悪い）と感じるのはなぜですか。
１から８のうち，あてはまる番号をすべて選び○をつけてください。

１　事件や事故が多くなったと感じるから
２　身近な場所で犯罪が発生しているから
３　凶悪事件などがマスコミなどで報じられているから
４　地域社会の連携が弱まったから
５　警察官のパトロール活動が十分ではないから
６　安全安心に関する地域ボランティア活動が十分ではないから
７　分からない
８　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

付問１

問 2 あなたが重点的に取り締まってほしいと思う犯罪は何ですか。
１から 16のうち，あてはまる番号をすべて選び○をつけてください。

１　殺人，強盗などの凶悪な犯罪
２　暴行，傷害などの粗暴な犯罪
３　すり，ひったくりなどの携行品を盗む犯罪
４　空き巣などの住宅などに侵入して物を盗む犯罪
５　自動車，オートバイ，自転車などの乗り物を盗む犯罪や車内から物を盗む犯罪
６　誘拐，子どもの連れ去りやいたずら
７　痴漢や強制わいせつなどの性的犯罪
８　ストーカー行為
９　麻薬，覚せい剤等の売買，乱用などの薬物犯罪
10　インターネットを利用した犯罪
11　振り込め詐欺や悪質商法などの詐欺
12　飲酒運転，ひき逃げなどの悪質・危険な交通法令違反
13　暴力団による組織犯罪
14　来日外国人による組織犯罪
15　国際テロ組織などによるテロ行為
16　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問 3 あなたが，自分や身近な人が犯罪に遭うかもしれないと不安に感じる場所はどこですか。
１から 10のうち，あてはまる番号をすべて選び○をつけてください。

１　繁華街　　　　　　　　　　２　駅　　　　　　　　　　　３　路上
４　電車，バス，飛行機などの乗り物の中　５　駐車場，駐輪場　　　　　６　公園
７　自宅　　　　　　　　　　　８　インターネット空間　　　９　特にない
10　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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救急電話相談ダイヤルについてお聞きします。

問 1 あなたは，「おとな救急電話相談」を知っていますか。
１又は２のいずれか１つを選び○をつけてください。

１　知っている　　　　　　　　　　２　知らない

※　【１】を選んだ方は付問１に，【２】を選んだ方は問２に進んでください。

問１で【１】を選んだ方にお聞きします。
あなたが「おとな救急電話相談」を知ったきっかけは，どのようなものですか。
１から８のうち，あてはまる番号に○をつけてください（３つ以内）。

１　県政だより　　　２　テレビ　　　　　３　ラジオ　　　　　４　チラシ
５　ホームページ　　６　コンビニ　　　　７　ＪＲ駅ポスター
８　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

付問１

宮城県では，急な病気やけがで病院を受診するべきか，救急車を呼ぶべきか判断に迷ったときに御利用
いただける，以下の２つの救急電話相談ダイヤルを開設しています。

おとな救急電話相談 (☎#7119)：平日 19 時～翌 8時，土曜 14 時～翌 8時，日・祝：8時～翌 8時
こども夜間安心コール (☎#8000)：毎日 19 時～翌 8時

問 2 あなたは，「こども夜間安心コール」を知っていますか。
１又は２のいずれか１つを選び○をつけてください。

１　知っている　　　　　　　　　　２　知らない

※　【１】を選んだ方は付問１に，【２】を選んだ方は問３に進んでください。

問２で【１】を選んだ方にお聞きします。
あなたが「こども夜間安心コール」を知ったきっかけは，どのようなものですか。
１から８のうち，あてはまる番号に○をつけてください（３つ以内）。

１　県政だより　　　２　テレビ　　　　　３　ラジオ　　　　　４　チラシ
５　カード　　　　　６　ホームページ　　７　ＪＲ駅ポスター
８　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

付問１

問 3 あなたは，「おとな救急電話相談」や「こども夜間安心コール」を利用したことがありますか。
それぞれについて，１から３のうちあてはまる番号を１つ選び○をつけてください。

「おとな救急電話相談」

１　利用したことがある　　　　　　　　　　２　利用したことがない
３　利用しようとしたがつながらなかった

「こども夜間安心コール」

１　利用したことがある　　　　　　　　　　２　利用したことがない
３　利用しようとしたがつながらなかった
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気候変動の影響への「適応策」についてお聞きします。

問 1 あなたは，近年の気候変動による生活への影響（自身への影響・社会への影響などを含む）に
ついて，どのように感じていますか。
１から５のうち，あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。

１　影響がある　　　　　　　　２　どちらかといえば影響がある
３　どちらかといえば影響はない　４　影響はない　　　　　　　　　５　分からない

※　【１】【２】を選んだ方は付問１に，【３】【４】【５】を選んだ方は問２に進んでください。

問１で【１】【２】を選んだ方にお聞きします。
どのようなことに，気候変動の影響がある（どちらかといえば影響がある）と感じますか。
１から５のうち，あてはまる番号に○をつけてください（２つ以内）。

１　夏の暑さ（夏の暑さがひどくなったなど）
２　雨の降り方や台風（大雨や大型台風が増えたなど）
３　紅葉の時期（早くなったなど）
４　雪の降り方（多くなった，時期が変わったなど）
５　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

付問１

問 2 あなたは，地球温暖化対策の一種である「適応策」を知っていますか。
１から３のうち，あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。

１　意味まで知っている　　　　　　　　２　言葉は聞いたことがある
３　知らない（初めて聞く言葉である）

※　【１】【２】を選んだ方は付問１に，【３】を選んだ方は問３に進んでください。

問２で【１】【２】を選んだ方にお聞きします。
あなたが「適応策」を知ったきっかけは，どのようなものですか。
１から６のうち，あてはまる番号に○をつけてください（２つ以内）。

１　テレビ，新聞，ラジオ　　　２　インターネット，ＳＮＳ
３　本・雑誌　　　　　　　　　４　学校・職場
５　知人・家族　　　　　　　　６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

付問１

問 3  「適応策」とは，気温の上昇や大雨の頻度の増加，熱中症患者の増加など，気候変動の影響に
よる様々な被害を回避・軽減するための対策となるものです。
あなたが「適応策」について知りたいことは何ですか。
１から８のうち，あてはまる番号に○をつけてください（３つ以内）。

１　気候変動の影響の現状と将来について
２　「適応策」の考え方について
３　個人でできる取組について
４　県の取組について
５　「適応策」に関する仕事・ビジネスについて
６　「適応策」に関する調査・研究について
７　特にない
８　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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地方創生についてお聞きします。

問 1 宮城県の地方創生の取組に対するあなたの認知度，関心度，重視度及び満足度について，
あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。

【認知度】
１　知っている　　２　ある程度知っている　３　あまり知らない　　　４　知らない

【関心度】
１　関心がある　　２　ある程度関心がある　３　あまり関心がない　　４　関心がない

【重視度】
１　重要　　　　　２　やや重要　　　　　　３　あまり重要ではない　４　重要ではない　５　分からない

【満足度】
１　満足　　　　　２　やや満足　　　　　　３　やや不満　　　　　　４　不満　　　　　５　分からない

宮城県では，人口の減少に歯止めをかけ，それぞれの地域で将来にわたって，活力ある社会を維持して
いくため，平成２７年に「宮城県地方創生総合戦略」を策定し，これまで，こんな取組を主に行ってきました。

○県内各地域に安定した雇用を創出するため，企業誘致による産業集積や地域産業の競争力強化などを進めて
います。

　【成果等】企業集積等による雇用機会の創出数[累計]：10,081人(H27.4.1)→13,173人(H30.4.1)

○宮城県への移住・定住を進めるため，相談窓口の設置や首都圏イベントでの広報，移住体験ツアーなどを実
施しています。

　【成果等】みやぎ移住サポートセンターを通じたUIJターン就職者数[延べ]：0人(H26年度)→167人(H29年度)

○若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえるため，婚活サポートセンターの設置や，乳幼児医療費助成
の拡大などの子育て家庭に対する経済的負担の軽減策を実施しています。

　【成果等】保育所等利用待機児童数：408人(H26年度)→558人(H29年度)
育児休業取得率：男性4.3％(H25年度)→3.6％(H29年度)　女性82.6％(H25年度)→93.5％(H29年度)

※詳しくは県ホームページ（http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/seisaku/sougousenryaku.html）を御覧ください。

問 2 宮城県において，地方創生に対応するために，あなたは，どのような取組を優先すべきだと思い
ますか。
１から 18のうち，最も優先すべき取組を１つ，優先すべき取組を４つまで選び，その番号を御
記入ください。

１　地域を支える個別産業分野の戦略推進　　２　地域における国際競争力の強化
３　地方移住の推進　　　　　　　　　　　　４　地方大学等の活性化
５　若い世代の経済的安定　　　　　　　　　６　子ども・子育て支援の充実
７　地方都市における経済・生活圏の形成　　８　大都市圏等における安心な暮らしの確保
９　地域連携による経済・生活圏の形成　　　10　地域経済雇用戦略の企画・実施体制の整備
11　大都市から地方への「人材還流システム」の構築等
12　個人事業者等による創業を通じた地域における新たなビジネスの創造
13　企業の地方拠点機能強化，企業等における地方採用・就労の拡大
14　妊娠・出産・子育てまでの切れ目のない支援
15　ワークライフバランスの実現（働き方改革）
16　中山間地域等における「小さな拠点」（多世代交流，多機能型）の形成
17　人口減少等を踏まえた既存ストックのマネジメント強化
18　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

最も優先 優　先
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環境にやさしい植物油インキを使用しています。再生紙を使用しています。県民意識調査　調査票　平成30年11月　宮城県

最後に，この調査に対する御意見などをお聞きします。
問 1 この調査についてどのように感じましたか。

下記のそれぞれの項目について，あてはまる選択肢を１つ選び○をつけてください。

①　設問の量

　　　ア　少ない　　　　　　　　　イ　ちょうど良い　　　　　　　ウ　多い

問 2 この調査に回答するために，合計でどのくらいの時間がかかりましたか。
あてはまる選択肢を１つ選び○をつけてください。

　　　ア　１時間未満　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　１時間以上２時間未満

　　　ウ　２時間以上３時間未満　　　　　　　　　　　　　　　エ　３時間以上

②　文章説明の分かりやすさ

　　　ア　分かりやすい　　　　　　イ　ふつう　　　　　　　　　　ウ　分かりにくい

③　文字の量

　　　ア　少ない　　　　　　　　　イ　ちょうど良い　　　　　　　ウ　多い

④　記入方法の分かりやすさ

　　　ア　分かりやすい　　　　　　イ　ふつう　　　　　　　　　　ウ　分かりにくい

問 3 この調査に参加したことにより，県内で行われている様々な取組について理解が深まったと思い
ますか。あてはまる選択肢を１つ選び○をつけてください。

　　　ア　大いに理解が深まった　　イ　少し理解が深まった　　　　ウ　前と変わらなかった

問 4 この調査は，県民の意見を県政に反映させる方法として適切だと思いますか。
あてはまる選択肢を１つ選び○をつけてください。

問 5 県政全般について，御意見，御要望などがございましたら下の枠内に御記入ください。

　　　ア　適切である　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　どちらかといえば適切である
　　　ウ　どちらかといえば適切ではない　　　　　　　　　　　エ　適切ではない

　※　【ウ】【エ】を選んだ方にお聞きします。
　　　あなたは，県民の意見を県政に反映させる方法として，どのような方法が望ましいと思いますか。
　　　御意見・アイデアなどがございましたら御記入ください。

≪御協力ありがとうございました≫
御記入いただいた調査票は１２月１７日（月）までに投函をお願いします。


